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令和６年度 沼田学園の教育 
 

沼田学園 学園長 吉 田 純 一  
 

 沼田学園が開園して７年目となります。今年度につきましても、「全ての子どもたち（沼小全校児童９８

名、沼中全校生徒４３名）に『沼田っ子でよかった～』と言ってもらえる教育活動の推進」という学園経営

方針のスローガンを念頭に置き、学園教育目標の実現に向けて、小中学校の全職員が一丸となって教

育活動を推進してまいります。 

学園教育目標を実現するためには、学校・家庭・地域がめざす子ども像を共有し、互いに同じ方向を

向きながら取り組んでいくことが、よりよい子どもの成長のための近道だと考えています。 

保護者・地域住民の皆様におかれましては、「沼田っ子アクションプラン」を御覧いただき、めざす子ど

も像の実現に向けて、家庭教育や地域教育をお願い申し上げますとともに、今年度もこれまで同様、本

学園教育活動に対する御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもに声をかけ、学校で起きてい
ること、習ったことの話を聞く。 
・図書館、新聞など読み物に触れる機
会をつくる。 
・子どもが家庭学習に集中できる環境 
（時間・場所）をつくる。 

・学習に関わる地域人材の把握・活用
や環境づくりに協力する。 

・子ども達の意見を聞く機会を設け、
街づくりに生かす。 
・沼田の良さを伝承し子ども達の心の 
ふるさとになる地域づくりを進める 

・子ども達が集まれる自由で遊びやす
い安全な場所をつくる。 
・少年団・部活動へのサポートを拡充
する。 

・大人が子どもにあいさつなどの手本を
示し、あいさつを通してコミュニケー
ションを高める地域づくりを行う。 
・声かけ運動を推進する。 
・お年寄りとの交流など子どもにいろい
ろな体験ができる機会をつくる。 

・親が子どもに率先してあいさつをす
る。 
・子どもの話をしっかりと聞き、子ど
もを認める。 
・対話をしながら、子どもと一緒に考
えたり、導いたりしていく。 

・早寝早起きを励行し、規則正しい生
活習慣を家庭で進める。 
・家族で一緒に食事を摂ることを心が
ける。 
・スポーツの楽しさ、体を動かす楽し
さを経験する機会をつくる。 
・コミュニケーション能力を高める行
事に参加する機会をつくる。 

・家庭での会話を大切にする。 
・家族の一員としての役割を与える。 
・地域行事に参加し、楽しい思い出を 
一緒につくる。 

家庭での取組 地域での取組 

【知】 

かしこく 
知性を高める 

ふるさと沼田
の未来を築く 

 

【体】 

心身 
たくましく 

【徳】 

なかよく 
情操豊かに 

沼田っ子 アクションプラン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

６月１日（土）に沼田学園運動会を開催しました。当日は気持ちのよい天気の中、
実施することができました。 
今年度のテーマ【勝敗笑美戦（かっぱえびせん）】の文字通り、勝っても敗けても

笑って美しく戦うことができました。たくさんの練習を通して、小学生・中学生が一
緒に取り組み、児童生徒や教職員のつながりが向上した姿を見ていただきました。 
今回の運動会を通じて、子どもたちは協力し合い、リーダーシップや責任感を養い

ました。これからも小中連携を活かし、地域の皆様と共に子どもたちを育んでいきた
いと思います。御声援ありがとうございました。 

学園運動会 

沼田学園では、今年度の研究主題を「思考力・判断力・表現力等」の育
成を図る学習指導～学んだことの活用を通して～と設定し、小中連携して
研修を深めています。「問題解決」や「資料に基づいて話す・書く活動」
「表現する活動」などを通して、子どもたちが自分の意見をしっかりとも
ち、それを分かりやすく伝える力を身に付けていきます。これからも、思
考力や判断力、表現力等を育てるため、授業改善を進めてまいります。 


